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1，は じめに

地震な ど大規模災害時に は 多数の 負傷者が
．
度に 発 生す

る た め，迅 速 な医療チーム の 派遣が必 要で あ る．さ ら に，
限定 され た時 問の 中で の 救命率を高め るた め に は，傷病者

を重症 度 と緊急 性 に よ っ て 分類 し治療 の 優先度 を決 定す る

い わ ゆ る ト リア
ー

シ が 不可 欠 で あ る ［1］．そ こ で ，我 々 は

トリア
ージ情報 をデ ジタル 化 し，小型 専用 端末を用い て 後

方に あ る災害対 策本 部 へ 伝 送 す る DMAT （Dlsaster 　Medical

Assistance　Team： 災害派遣医療チー
ム ）支援無線情報シ ス

テ ム の 開発 を進 め て き た ［2］．今回 は，主 と して 基幹病院

等で 使 用す る携帯電話型端末 と トリア
ージ情報の 管理 と配

信 方 法 に つ い て 新 た な 改 良 を加 え ，被 災現揚か ら後方 支援

組 織ま で の ト リア
ー

ジ 情 報
一

元 化 を 実現 す る．

2．方法

図 1 に 携帯電話導入 後 の シ ス テ ム 全体構成 を示 す．本シ

ス テ ム は災 害 エ リア ，病 院 エ リア お よ び後 方 エ リア の 3 エ

リア に 大 別 される 、災害エ リア で は DMAT が トリア
ージ を

行 う際 に ト リア ージ 情 報 を小 型 専 用 端 末 「エ ア タ グ （図 2 −

a）」か ら送信 し，そ の 情報を衛 星携帯電話 に よ り後方 エ リア

へ と伝送す る．病院 エ リア で は，搬送 された 患者に 対す る

トリア
ージ情報 を携帯電 話 に よ り専用 の i ア プ リ （図 2 −b）

を 用 い て 後方 エ リア へ伝送する．後方エ リア で は 災害エ リ

ア と病 院 エ リア か ら送 られ て く る トリア
ージ 情 報 を受信 し，

データベ ー
ス に 登録する．また，WebGIS を 用 い た ア ブ リケ

ーシ ョ ン に よ り，イ ン ターネ ッ トに よ る 閲 覧 を可 能 とす る、
以 上 に よ り，災 害エ リア か ら後方 エ リア まで の トリア

ージ

情 報
一

元 管 理 が 可能 とな る．さ らに閲 覧 側 で の 必 要 な 解像

度別 （被災者の 位置単位，地域単位）表示 を可能 とす る．

　

讎
　　

　　　　図 1 シ ス テ ム 構成
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図 2（a ）小 型 専用 端 末 エ ア タ グ　 図 2 （b＞携 帯 電 話 用 iア プ リ

3，実験

本 シ ス テ ム の 評 価 を 目的 に ，2010年 10月 23 日新潟 県 十

日町 市 で 実 施 され た 災害 医 療 訓 練に 参 加 した，こ こ で は，
十 日町地 域消 防署 を 災害エ リア ，県 立十 目町 病院 を病院エ

リア と設 定 し，全 体 の デー
タ 表 示 結 果 は 現場 に 設 置 した ノ

ー
ト PCに よ り行 っ た．こ こ で，災害 エ リア で は エ ア タ グ

と衛星 携帯電 話を使用 し，病 院エ リア で は 携帯電話 を用 い

て それ ぞ れ トリアージ情報 を入 力 ・送信 した．

4．結果
訓 練 中 に お け る災 害 エ リア か らの トリア

ージ 情報送 信 な

らび に 遠隔地か らの Web 上 で の 閲覧機能 （現在 ・過去 の ト

リア
ージ 状況表示，患者 1 人 1 人の 詳細情報表示 ） を確認

し た ．また 病 1浣エ リア か らの ト リア
ー

ジ 情 報 送信 動 作 （3

台 0）携 帯竃 話 か ら 2 時 間で 56 送 信） も確認 した．そ の 際，
後 方 エ リア に 情報 が 届 くま で に 最 大 で 30 分 の 遅 延 が 発 生

した．

5．考察 ・まとめ

独 自の 小型 専 用 端 末 を 用 い た トリア
ージ 情報 伝 送 シ ス テ

ム ，なら び に 携帯電話 に よ る基幹病院等搬送先か らの ト リ

ア
ージ情報伝 送 に 対 し，管理 ・配信方 法の 改良を行い ，ト

リア
ージ情報の

一
元 化を実現 し た．今後 は情報伝送時 に発

生 した遅延 の 低減，後方 エ リア に 設置す る サーバ の 分散化，
お よび カ

ー
ナ ビ ソ フ トと連 携 した よ り実 用 的 な シ ス テ ム を

目指 し研究を進 め る予定で あ る．
本 研 究 の

一
部 は，新潟 県 中越 大 震 災復 興基 金 な らび に新

潟大学災害復興科学セ ン タ
ー

の 支援 に よ る もの で あ る．
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